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34 万 3,502 円

※平成 30 年度より、下水道事業は企業会計へ移行。

和
の
ま
ち
太
子 

　

本
年
度
は
、
町
民
体
育
館
の
耐
震
化
に
か
か
る
設
計
や
、
総
合
公
園
の
整
備
、
小
・
中
学
校
の
学
習
環
境
整
備
な
ど

の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
整
備
に
向
け
た
防
災
行
政
無
線
の
設
計
な
ど
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

一般会計　    117 億 8,486 万 7 千円（＋ 5.8%）
特別会計　　  59 億 2,589 万 1 千円（△ 31.4％）
企業会計　　  34 億 4,054 万 4 千円（＋ 175.1％）

総額　　　　211 億 5,130 万 2 千円（＋ 0.6％）

　
●
問
い
合
わ
せ

　
　

財
政
課　

☎
２
７
７
‐
５
９
９
６

議会費 総務費 民生費 衛生費

消防費 教育費 公債費 その他土木費

3,783 円 5 万 4,459 円 11 万 4,944 円 2 万 4,446 円

1 万 5,492 円 4 万 452 円5 万 3,830 円 2 万 8,642 円 1,652 円

議会の運営など
全般的な運営管理
など

高齢者・児童の
福祉など

ご み 処 理、 病 気
の予防など

道路・河川・公園
の整備など

学校、図書館、
公民館など消防活動など 借入金の返済

観光振興、
災害復旧など

町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

農林水産業費

5,802 円

農業振興など

町民１人あたりの予算額 30 年度

自主
財
源
（
45.1％

）

自
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財
源
（
50％
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源
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％
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）依存
財
源（
50
％

）

町税
　39億3,035万6千円
　　　　　   （33.4%）

地方交付税　
　16億6,200万円（14.1％）

国庫支出金
　16億612万3千円

（13.6％）

町債
　10億9,880万円

（9.3％）

繰入金
　11億4,937万6千円 
                        （9.8％）諸収入ほか　 7,701万5千円（0.7％）

分担金および負担金　 7,723万円（0.7％）
使用料および手数料　1億4,633万8千円（1.2％）
寄附金　　　　　　　　　　  5億1千円（4.2％）

歳入
117億8,486万 

7千円
歳出

117億8,486万
7千円

県支出金　　 7億9,132万8千円（6.7％）
地方譲与税ほか　7億4,630万円（6.3％）

民生費
　39億4,348万9千円　　　
　　　　　　　（33.5%）

衛生費
　8億3,869万4千円
　　　　　　  （7.1%）

消防費
　5億3,150万6千円
　　　　　　 （4.5％）

公債費
　9億8,265万7千円
　　　　  　（8.3％）

教育費
　13億8,784万2千円
　　　   　　（11.8%）

総務費
　18億6,839万3千円（15.8%）

土木費
　18億4,679万6千円（15.7%）

その他　 5,665万6千円（0.5％）
議会費　　　　1億2,978万3千円（1.1％）
農林水産業費　1億9,905万1千円（1.7％）

人口　34,308 人
（平成 30 年 4 月 1 日現在）

歳
出

　

総
務
費
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
金
に
か
か
る
経
費
の
増
に
よ
り
、

全
体
と
し
て
は
前
年
度
比
で
２
７
・
２
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
に
つ
い
て
は
、
主
に
火
葬
場

に
か
か
る
施
設
整
備
費
の
起
債
償
還
が

終
了
し
、
揖
龍
保
健
衛
生
施
設
事
務
組

合
負
担
金
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
全
体
と
し
て
１
３
・
７
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て
は
、
た
め

池
の
耐
震
化
対
策
、
ヒ
ナ
サ
イ
山
の
水

路
改
修
工
事
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
全

体
と
し
て
６
０
・
５
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
主
に
町
民
体

育
館
の
耐
震
化
に
か
か
る
実
施
設
計
や

小
・
中
学
校
の
学
習
環
境
整
備
事
業
、

石
海
公
民
館
の
耐
震
化
事
業
な
ど
に
よ

り
、
全
体
と
し
て
１
１
・
１
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
消
防
や
ご
み

処
理
場
と
い
っ
た
組
合
事
業
に
か
か
る

借
入
金
の
償
還
な
ど
に
よ
り
、
全
体
と

し
て
４
・
５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
景
気
回
復
な
ど

の
要
因
か
ら
住
民
税
、
軽
自
動
車
税
お

よ
び
た
ば
こ
税
は
前
年
度
比
で
増
を
見

込
ん
で
い
る
も
の
の
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
は
評
価
替
え
年
度

で
あ
り
、
町
内
の
大
部
分
の
鑑
定
地
点

に
お
い
て
地
価
が
下
落
基
調
で
あ
る
た

め
減
を
見
込
み
、
全
体
と
し
て
１
・
１
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
比
で
増
加
し
た
主
な
項
目
と

し
て
、
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
の
大
幅
増
を
見
込
み

１
５
０
％
の
増
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い

て
は
、
主
に
社
会
保
障
に
係
る
国
庫
負

担
金
な
ど
で
８
・
０
％
の
増
、
県
支
出
金

に
つ
い
て
は
、
主
に
た
め
池
の
耐
震
化

対
策
に
か
か
る
補
助
金
な
ど
が
要
因
で

２
・
８
％
の
増
、
借
入
金
に
あ
た
る
町
債

に
つ
い
て
は
、
避
難
所
指
定
、
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
・
改
修
な
ど
の
事

業
増
に
よ
り
３
６
・
３
％
の
増
と
な
り
ま

す
。

平成 30 年度町の予算 平成 30 年度町の予算
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◎持続可能で弾力的な財政構造の確立
　将来的な財政見通しが厳しい中、行政サービス
の低下を防ぐため、行財政改革を絶え間なく推し
進める必要があります。
　将来にわたり安定した財政運営を実現、継続し
ていくために、財政構造の健全化、行政コストの
削減、負担の公平性、公正性の確保などに、引き
続き積極的に取り組みます。

◎効率的な行政運営と住民サービスの向上
　地方分権改革が進展するなどの社会変化や、高
度化・多様化する住民ニーズに応えていくため、
民間活力を活用し、より効率的な行政運営を推進
するとともに、住民の視点に立ち、行政サービス
の質の向上をめざします。　
　また、新庁舎開庁から一定期間が経過したこと
を受け、ハード面だけでなく、住民サービス向上
を第一に、ワンストップサービスなど窓口業務な
どの改善について絶え間なく見直しを行います。

　町では、「太子町新行政改革大綱（第５次）」

に基づく実施計画で、自主財源の確保をはじめ

とした財政基盤の強化などの取り組みを着実に

進め、一定の成果をあげてきたところです。

　しかしながら、町の将来的な財政見通し

は、景気の動向などからも税収の大幅な増収

は見込めず、今後も非常に厳しい財政状況が

続いていくと予想されています。

　このような厳しい現実を直視し、このたび

策定した「太子町新行政改革大綱（第６次）」

に基づく実施計画では、これまで実施して

きた行財政改革の取り組みを継承しながら、

より一層の財政基盤の強化に努め、最少の経

費で最大の行政効果を得るスリムで効率的

な行政運営の推進を図るとともに、民間との

協働を推進するなど、自立性の高い行政運営

を進めていきます。

　なお、大綱の全文および実施計画（47 項

目の具体的な行動計画など）は、総務課窓口

および町ホームページに備え付けています。

平成 30 年度主要事業
（一部抜粋）

※　 は、30 年度から新たに開始する事業です。

※　 は、ふるさと納税を活用した事業です。

平成 30 年度町の予算

●問い合わせ 
　総務課 ☎ 277-1010新たな行政改革に向けて

「太子町新行政改革大綱（第６次）・同実施計画」を策定

取り組み事項 主な内容 具体的な取り組み

事務事業の見直し
事務の改善と効率化 学校施設の照明をＬＥＤに改修
住民サービスの向上 休日における証明書の発行など
電子自治体の推進 情報システムに係る経費の削減など

財政基盤の強化
自主財源の確保 ふるさと納税収入額増加の確保
歳出の抑制 新電力やガスなどの調達先検討
受益者負担の適正化 使用料・手数料などの料金設定の見直し            

民間との協働 外部委託の推進 都市公園の民間委託の検討など          
住民との協働によるまちづくりの推進 住民と協働した事業の具体化

行政体制の整備と
基盤強化

組織機構の活性化と人材育成の推進 職員研修の充実  
定員管理及び給与の適正化 職員数や職員給与の適正化

基本的な取り組み方針

５カ年の取り組み事項

新
ふ

健康でいきいきと暮らせるまちづくり
　 女性のための健康フォーラム　　　74 万 3 千円
健康の大切さや健診の必要性について考える健康
教室や相談の実施

誰もが支え合って暮らせるまちづくり
　 グループホーム新規開設サポート事業      36 万円
新規開設の障害者グループホームに対する備品な
どの購入支援

認知症施策推進事業                                               26 万円
新たに認知症初期集中支援チーム配置、認知症サ
ポーター養成講座、認知症高齢者等見守り・声かけ
体験、認知症カフェ活動支援、もの忘れ相談ほか

子ども達の笑顔があふれるまちづくり
　 子育て世代包括支援センター推進事業 752 万 6 千円
内容の充実に向け、子育てアドバイザー養成講座
の開催、太子町子育て支援ガイドブックの発行、
子育て情報発信モニター整備ほか

子育て相談窓口

小・中学校の学習環境整備事業　
防犯カメラの設置、トイレの洋式化や多目的トイ
レの設置

安心して暮らせるまちづくり
　 防災行政無線設計事業　
災害時およびＪアラート発令時、緊急情報を町内
全域に伝達するための防災行政無線の基本設計・
実施設計

　 ヒナサイ山排水路改修工事　
山から大量の雨水が住宅地などに流れ込むことを
防止する整備工事

快適で住みやすいまちづくり
　 地形図修正事業　
道路や地形の経年変化を地形図・都市計画図・総括
図に反映（都市計画事業や道路管理事務に活用）

美しくすがすがしいまちづくり
　 不明水調査事業
雨水浸入による下水道マンホール・公共ますから
の溢水の解消に向けた調査

憩い、ふれあいがある心豊かなまちづくり
　　  公園遊具更新事業　                                 420 万円
宮本公園、太田公園、東出ヶ丘公園、東保高田公
園の遊具更新および修繕工事

人権啓発事業　                                           484 万 4 千円
新しくなった南総合センターを人権啓発の拠点と
して、人権講演会の開催、各種啓発活動の活用促進

３月から新しくなった南総合センター

産業の活気あふれるまちづくり
　 土地改良施設維持管理適正化事業　
岩見用水域の除塵機の全面改修

　 創業融資にかかる信用保証料補助金　    100 万円
創業者支援を図るため、事業者が支払う信用保証
料の１/ ２を補助（条件あり）

自治と連携による力強いまちづくり
　 太子町総合計画策定準備　
次期総合計画策定のために住民ニーズを把握する
ためのアンケートの実施

自治基本条例制定　
参画と協働によるまちづくりを推進するため、各々
の役割分担、住民参加の仕組みなどを規定した条
例を制定

　 旧姓併記対応事業　                                  1,301 万円
自らの希望に応じてマイナンバーカード・住民票
などへの旧姓併記を行うためのシステム改修

新 新

新

新

新

新

新

新

新

新

ふ

ふ

ふ
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４
月
１
日
付
け
で
行
わ
れ
た
町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　

）
は
前
所
属
・
職
名

30 年度

総
務
部

▼
企
画
政
策
課

　

係
長　

山
崎  

将
（
税
務
課
係
長
）

　

主
事　

太
田  

祐
一
朗
（
税
務
課
主
事
）

　

主
事　

西
川  

由
希
子（
生
活
環
境
課
主
事
）

▼
総
務
課

　

副
課
長　

松
本  

朱
代
（
同
係
長
）

　

係
長　
　

八
木  

幸
司

（
生
活
環
境
課
主
任
主
査
）

　

主
査　
　

尾
西  

宏
文
（
税
務
課
主
査
）

［
総
務
課
付
兵
庫
県
市
町
振
興
課
派
遣
］

　

主
事　
　

山
本  

亮
輔
（
町
民
課
主
事
）　

▼
税
務
課

　

課
長　

森
川  

勝
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

室
長　

櫻
井  

浩
（
同
係
長
）

　

主
査　

小
河  

祐
亮
（
管
理
課
主
査
）

生
活
福
祉
部

　

部
長　

岡
田  

俊
彦

（
会
計
管
理
者
（
課
長
））

▼
町
民
課

　

副
課
長　
　

森
本  

麻
友
（
同
係
長
）

　

主
任
主
査　

八
木  

智
晴

（
企
画
政
策
課
主
任
主
査
）

　

主
査　
　
　

新
保  
麻
実

 （
社
会
教
育
課
主
査
）

　

主
事　

古
川  

明
香（
社
会
福
祉
課
主
事
）

　

主
事　

後
藤  

祐
子（
企
画
政
策
課
主
事
）

▼
生
活
環
境
課

　

課
長　

首
藤  

武
司
（
管
理
課
長
）

　

主
査　

酒
井  

俊
弥
（
総
務
課
主
査
）

　

主
事　

山
﨑  

可
南
子（社

会
福
祉
課
主
事
）

▼
社
会
福
祉
課

　

副
課
長　

和
田  

淳
子（
総
務
課
副
課
長
）

　

副
課
長　

福
井  

照
子（企

画
政
策
課
係
長
）

　

係
長　
　

肥
塚  

馨
（
管
理
課
係
長
）

　

主
査　
　

山
本  

朋
愛
（
会
計
課
主
査
）

▼
高
年
介
護
課

　

係
長　

高
見  

真
輝
子
（
同
主
任
主
査
）

経
済
建
設
部

▼
産
業
経
済
課

　

課
長　
　

冨
岡  

泰
造
（
同
副
課
長
）

　

副
課
長　

栗
岡  

秀
成
（
同
係
長
）

▼
ま
ち
づ
く
り
課

　

課
長　

髙
坂  

文
泰  （
同
副
課
長
）

　

係
長　

佐
々
木  

悟
（
同
主
任
主
査
）

　

主
事　

平
田  

一
馬
（
町
民
課
主
事
）

▼
上
下
水
道
事
業
所

　

係
長　

角
南  

博
之

　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ち
づ
く
り
課
係
長
）

町
職
員
の
人
事
異
動　

副
町
長
が
就
任
し
ま
し
た

教
育
委
員
会

▼
管
理
課

　

課
長　

栗
岡  

正
則
（
生
活
環
境
課
長
）

　

係
長　

宗
野  

義
和

（
上
下
水
道
事
業
所
係
長
）

　

主
査　

武
中  

俊
明
（
町
民
課
主
査
）

▼
給
食
セ
ン
タ
ー

　

所
長　

大
谷  

康
弘（社

会
福
祉
課
副
課
長
）

▼
斑
鳩
幼
稚
園

　

教
諭　

深
瀬  

亜
美（
太
田
幼
稚
園
教
諭
）

▼
石
海
幼
稚
園

　

主
任
養
護
教
諭　

松
本  

桂
子

（
龍
田
幼
稚
園
主
任
養
護
教
諭
）

▼
太
田
幼
稚
園

　

園
長　

前
田  

節
子
（
龍
田
幼
稚
園
長
）

▼
龍
田
幼
稚
園

　

園
長　

川
上  

智
美

（
斑
鳩
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

　

主
任
養
護
教
諭　

東
郷  

さ
お
り

（
石
海
幼
稚
園
主
任
養
護
教
諭
）

▼
社
会
教
育
課

　

課
長　

田
中  

幸
代
（
文
化
推
進
課
長
）

　

係
長　

吉
井  

智
美

（
揖
龍
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣
）

　

主
事　

河
岸  

和
樹
（
町
民
課
主
事
）

▼
文
化
推
進
課

　

課
長　
　
　

北  

陽
一
郎
（
税
務
課
長
）

　

副
課
長　
　

首
藤  

智
子
（
同
係
長
）

　

主
任
主
査　

出
田  

貴
樹

（
上
下
水
道
事
業
所
主
任
主
査
）

　

主
査　
　
　

村
瀬  

智
彦

（
高
年
介
護
課
主
事
）

▼
図
書
館

　

館
長　

池
田  

理
奈
（
同
係
長
）　

そ
の
他
機
関

▼
会
計
課

　

会
計
管
理
者
（
課
長
）　

中
井  

眞
由
美

（
議
会
事
務
局
長
）

　

主
事　

木
原  

由
理（
社
会
福
祉
課
主
事
）

▼
議
会
事
務
局

　

局
長　

塩
井  

英
裕
（
産
業
経
済
課
長
）

▼
揖
龍
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣

　

課
長　

水
田  

久
哉（給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

新
規
採
用

▼
企
画
政
策
課　

　

主
事　

長
谷
川  

大
輔

▼
総
務
課　

　

主
査　

井
口  

和
也

▼
税
務
課　

　

主
事　

平
野  

明
信

　

主
事　

宮
本  

侑
佳

▼
町
民
課

　

主
事　

秋
山  

大
地

　

主
事　

西
村  

舞
斗

▼
社
会
福
祉
課　

　

主
事　

森
澤  

佑
介

▼
高
年
介
護
課　

　

主
事　

小
石  

秀
明

　

主
事　

福
田  

雄
一

▼
ま
ち
づ
く
り
課　

　

主
査　

西
谷  

早
苗

　

主
事　

辻
林  

功
暉

▼
上
下
水
道
事
業
所　

　

主
事　

森
川  

祥

▼
斑
鳩
幼
稚
園　

　

教
諭　

竹
内  

陽
菜
乃

▼
石
海
幼
稚
園　

　

教
諭　

小
林  

聖
子

▼
太
田
幼
稚
園　

　

教
諭　

井
口  

裕
美

▼
社
会
教
育
課　

　

主
事　

眞　

  

拓
也

▼
図
書
館　

　

主
事　

光
藤  

雄
矢

再
任
用

▼
税
務
課　
　
　

三
輪  

元
昭

▼
社
会
福
祉
課　

西
谷  

由
加
利

▼
図
書
館　
　
　

片
木  

美
智

▼
太
田
公
民
館　

渡
邊  

寧

▼
龍
田
公
民
館　

中
野  

良
昭

退
職

▼
町
民
課　
　
　

係
長　
　

藤
井  

稔
也

▼
税
務
課　
　
　

係
長　
　

岡
田  

ひ
と
み

▼
社
会
教
育
課　

主
査　
　

木
野
戸  

直

▼
太
田
幼
稚
園　

教
諭　
　

妹
尾  

恵

▼
町
民
体
育
館　

再
任
用　

堂
本  

正
広

▼
文
化
推
進
課　

再
任
用　

丸
尾  

正
美

▼
太
田
公
民
館　

再
任
用　

坂
本  

敏
美

▼
龍
田
公
民
館　

再
任
用　

宗
野  

祐
幸

　
●
問
い
合
わ
せ

　
　

総
務
課　

☎
２
７
７
‐
１
０
１
０

　工業統計調査は、統計法に基づき従業員 4 人以
上の全ての製造事業所を対象に 6 月 1 日時点で実
施します。
　５月中旬から６月にかけて統計調査員が各事業
所を訪問し、調査票の配布と記入のお願い、調査
票の回収をさせていただきます（一部、経済産業
省から直接郵送する事業所有）。　
　調査の結果は、中小企業施策や地域振興などの
基礎資料として利活用されます。

　調査票へのご回答をお願いします。

●問い合わせ 
　企画政策課 ☎ 277-5998平成 30 年工業統計調査

　
　

　

去
る
３
月
26
日
、
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
選
任
の
ご
同
意
を
賜
り
、
こ
の

た
び
太
子
町
副
町
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
名
倉
嗣
朗
で
ご
ざ
い
ま
す
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

副
町
長
と
い
う
責
任
の
重
さ
を
身
に

し
み
て
、
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
１
５
０
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
兵
庫
県
に
奉
職
し
て
以
来
、

約
30
年
間
、
防
災
や
消
防
を
は
じ
め
、

地
域
振
興
、
水
道
行
政
な
ど
の
業
務

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町

の
行
財
政
運
営
を
支
援
す
る
「
地
方
課
・

市
町
振
興
課
」
に
14
年
間
所
属
し
、

市
町
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い

も
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
地
方
を
め
ぐ
る
状
況
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
人
口
減
少
社
会

が
到
来
す
る
中
、い
か
に
「
ま
ち
の
活
力
」

を
導
き
出
す
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
課
題
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に

は
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
に

大
き
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
地
方
自
治
の
最
前
線
で
あ
る

市
町
村
に
身
を
置
く
こ
と
は
初
め
て

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

行
政
経
験
を
活
か
し
、「
和
の
ま
ち
太
子
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
一
意
専
心
に
全
力

を
傾
注
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り

ま
す
が
、
服
部
町
長
の
も
と
、
町
職
員

と
一
丸
と
な
っ
て
、
約
３
万
４
千
人
の

太
子
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
誠
心

誠
意
精
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

何
と
ぞ
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

名倉  嗣朗

【
副
町
長
就
任
あ
い
さ
つ
】

（なぐら  しろう）
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ＧＷ期間中の公共施設開館カレンダー
4 月 5 月

27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
金 土 日 月・祝 火 水 木・祝 金・祝 土・祝 日 月 火 水 木

役場

戸籍の受付※ 1

地域交流館

児童館※ 4

子育て学習センター

あすかホール ※２

歴史資料館

図書館 ※３

各地区公民館

南総合センター

町民体育館※ 4

総合公園陸上競技場※ 4

つくも荘※ 4

老人福祉センター

筑紫の丘斎場

ごみの収集 ごみカレンダーをご確認の上、決められた集積場所へ出してください。

揖龍クリーンセンター 午前のみ 午前のみ

※ 1　土日祝日は婚姻届など届出書類のみ受け付けます。証明書（住民票や印鑑証明証など）は発行
　　　できません。
※ 2　点検日のため、募集申し込みの提出のみ受け付けます。
※ 3　蔵書整理のため、10 時～ 17 時で返却のみ受け付けます。
※ 4　11 日から通常どおりです。テニスコートも同様です。

■は休み

●問い合わせ 
　企画政策課☎ 277-5998

太子町災害ボランティアセンターの
設置等に関する協定を締結

　3 月 20 日火、太子町社会福祉協議会と太子町において、『太
子町災害ボランティアセンターの設置等に関する協定』を締結
しました。
　本協定は、災害時に全国から来られるボランティアをスムー
ズに受け入れるとともに、その活動を効果的に進めることがで
きるよう、災害ボランティアセンターの初動対応、活動に必要
な備品および資機材の確保、役割や運営方法など、町と社会福
祉協議会で共有・明確化するためのものです。
　今後、速やかに災害ボランティアセンター設置運営マニュア
ルの確認・作成、ボランティア募集などの体制整備を進めてい
きます。
　災害は、一人ひとりの心がけや備えで防災・減災が可能です。
日頃から各家庭・地域での備え・話し合いをお願いします。

●問い合わせ 
　社会教育課
　☎ 277-1017 FAX277-2201
　E-mail syakyo@town.hyogo-taishi.lg,jp

平成 31 年成人式
企画運営委員の募集

●対象
　平成 10 年４月２日～平成 11 年４月１日生まれ

の町内出身者
●企画運営委員の活動内容
　成人式までに５回程度の会議を予定
　（アトラクションの企画・準備）
　（成人式当日）
　・新成人誓いのことば　・式典の司会進行
　・記念品の贈呈　　　　・ピアノ演奏　
●申込期限　６月８日金

●募集人員　20 名（先着順）
●申込方法　窓口または電話、FAX、メール
●申込先　　社会教育課

　思い出に残る成人式（平成 31 年 1 月 14 日開催）を企画するため、新成人で構成する企画運営
委員会の委員を次のとおり募集します。お一人でもグループでもお気軽にお申し込みください。

●問い合わせ 
　さわやか健康課☎ 276-6630

太子町予防接種費用助成事業

【助成対象者】
　予防接種を受ける日において町内に住所を有
し、次の①～③のいずれかに該当する場合
①保護者が出産などの理由で、対象の子どもとと

もに県外に長期にわたり里帰りをしている
②保護者が離婚調停中などの理由で、対象の子ど

もとともに県外に事実上居住している
③その他町長がやむを得ない特別な理由がある

と認めるとき
【助成内容】
　実際の接種費用の額と町が定める助成金上限
額のいずれか一方の低い額を助成

【助成方法】
◎予防接種を受ける前に「予防接種実施依頼書交

付申請書」をさわやか健康課にご提出ください。
◎後日滞在先へ送付する「予防接種実施依頼書」

と事前に送付している「予防接種手帳」から希
望する予防接種の予診票を医療機関に提出し、
予防接種を受けてください。

　（接種に要する費用をお支払いください。）
◎（１）～（６）の書類をそろえて、さわやか健

康課にご提出ください。
（１）予防接種費用助成申請書（裏面の「予防接

種内訳書」を併せて記入）
（２）予防接種に関し、医療機関発行の領収書と

内訳の原本（氏名、予防接種の種類、金額が

記載されているもの）
（３）予診票（原本または写し）
（４）予防接種を受けたことが確認できる母子健

康手帳
（５）振込先の通帳
（６）印鑑（朱肉を使うもの）
【受付期限】
　予防接種を受けた日から起算して 1 年以内

　今年度より長期の里帰り出産などで、県外で子どもの予防接種を希望する
場合、予防接種に係る費用を助成します。

太子町・たつの市・姫路市以外の
県内で子どもの予防接種を受ける場合

　予防接種を受ける前に、さわやか健康課に希
望する予防接種の種類・医療機関をご連絡くだ
さい。医療機関に提出する書類を送付します。
　医療機関に予約し、下記の持参物をご持参
ください。

【持参物】・ 母子健康手帳　
　　　　・予防接種予診票
　　　　・予防接種に関する連絡書
　　　　・予防接種委託料等請求書
　　　　・返信用封筒
※予防接種は対象年齢内に接種してくださ

い。対象年齢を過ぎると自費となります。
※実施医療機関についてはお問い合わせください。
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相手を思いやる
　

毎
年
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

つ
け
る
機
会
と
し
て
、
人
権
問
題
に

関
す
る
文
芸
作
品
を
表
彰
す
る
「
の

じ
ぎ
く
文
芸
賞
」
が
実
施
さ
れ
、
平

成
29
年
度
も
兵
庫
県
内
か
ら
１
，

６
０
０
点
を
超
え
る
応
募
作
品
が
あ

り
ま
し
た
。そ
の
中
の
随
想
部
門（
一

般
の
部
）
か
ら
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

た
「
思
い
や
る
気
持
ち
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

電
車
に
乗
っ
た
時
に
、
泣
い
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
い
た
。
一
番
小
さ

い
子
の
泣
き
声
が
大
き
く
て
、
車
内

の
人
は
み
ん
な
そ
の
子
を
見
て
い
た

が
、
父
親
っ
ぽ
い
人
は
子
ど
も
た
ち

に
何
も
言
わ
ず
に
、
疲
れ
た
感
じ
で

黙
っ
て
座
っ
て
、
ず
っ
と
一
点
を
見

つ
め
て
い
た
。
見
か
ね
た
初
老
の
男

性
が
、「
こ
の
子
ら
の
親
じ
ゃ
ろ
が
？

さ
っ
き
か
ら
何
ね
？
早
よ
う
注
意
し

ん
さ
い
」
と
強
い
口
調
で
言
っ
た
。

声
を
掛
け
ら
れ
た
父
親
は
、
ハ
ッ
と

し
て
そ
の
男
性
に
「
す
み
ま
せ
ん
。

さ
っ
き
病
院
で
妻
が
亡
く
な
り
、
こ

れ
か
ら
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら

ず
」と
小
声
で
言
っ
た
。
し
ば
ら
く
、

車
内
は
静
ま
り
返
っ
て
い
た
が
、
そ

の
注
意
し
た
初
老
の
男
性
が
、「
し
っ

か
り
し
ん
さ
い
よ
」
と
言
っ
て
、
父

親
の
肩
に
優
し
く
手
を
置
い
て
、
次

の
駅
で
降
り
て
行
っ
た
。
そ
れ
に
続

く
よ
う
に
電
車
を
降
り
る
人
た
ち

が
、「
大
変
や
が
頑
張
る
ん
や
で
」、

「
辛
い
が
子
ど
も
の
た
め
に
し
っ
か

り
ね
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
。
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
し
て
い
た
。
そ
れ
が
伝
わ
っ
た
の

か
わ
か
ら
な
い
が
、
父
親
は
タ
オ
ル

で
目
を
押
さ
え
て
い
た
。

　

事
情
を
説
明
す
れ
ば
、
そ
の
原
因

が
わ
か
り
、
そ
う
な
っ
た
理
由
が
理

解
で
き
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が

説
明
で
き
な
い
。
で
も
相
手
を
思
い

や
る
こ
と
は
で
き
る
。
相
手
の
状
況

が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
そ
う
な
っ
た

原
因
を
想
像
す
る
だ
け
で
、
相
手
を

許
せ
る
気
持
ち
が
沸
い
て
く
る
。

（
平
成
29
年
12
月
兵
庫
県
人
権
啓
発

協
会
発
行
「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」
よ

り
抜
粋
。
全
文
は
兵
庫
県
人
権
啓
発

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

　

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
忙
し
さ

や
効
率
化
優
先
の
社
会
の
中
で
、
つ

い
つ
い
自
分
中
心
に
物
事
を
考
え
行

動
し
て
し
ま
い
、
周
り
へ
の
配
慮
を

欠
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
作
者
が
作
品
の
最
後

に
綴
っ
て
い
る
よ
う
に
、
相
手
を
思

い
や
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
見
方
が

変
わ
り
自
分
本
位
な
勝
手
な
思
い
込

み
が
消
え
、
思
い
や
り
の
連
鎖
が
始

ま
り
ま
す
。
自
分
に
余
裕
の
な
い
時

こ
そ
、
相
手
を
思
い
や
っ
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。
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問 企画政策課 ☎ 277-5998

太子町暮らしの便利帳を
更新します

　平成 28 年度に町と（株）サイネックスの官民
協働事業で発行した「太子町暮らしの便利帳」を
今年度に更新します。
　広告掲載のお願いに（株）サイネックスの営業
担当者が町内の事業所などを訪問させていただき
ます。広告掲載を希望される事業者は、直接、同
社へお問い合わせください。　

●発行予定時期　平成 30 年 10 月
●配布方法　全世帯へのポストイン方式
●協働発行事業者　
　㈱サイネックス（大阪府大阪市中央区瓦屋町 3-6-13）
●広告掲載の問い合わせ先
　㈱サイネックス姫路支店（姫路市北条永良町 64）
　☎ 222-7630　
　FAX 281-6163

問 さわやか健康課 ☎ 276-6630

5 歳児発達相談の実施
●実施内容　臨床心理士が発達検査や知能検査、

発達相談を実施します。お子さんの得意なこと、
苦手なことを知ることができ、その上でどう関
わっていくのかをアドバイスします。

※障害の有無を判定するものではありません。
①臨床心理士による初回面接（保護者の来所）
②臨床心理士による発達または知能検査（子ども

と保護者が来所）
③医師による発達相談（子どもと保護者が来所）
　※医師による相談日（予約制）
　　５月 24 日木、７月 19 日木、９月 20 日木、
　  11 月 22 日木、１月 24 日木、３月 28 日木
　　　（1 日 3 組　14 時～、15 時～、16 時～） 
●場所　保健福祉会館（老原 102-1）
●対象　町内に住所を有する 5 歳児（平成 25 年

４月２日～平成 26 年４月１日生まれ）および
６歳児（平成 24 年４月２日～平成 25 年４月
１日生まれ）とその保護者

●利用料金　1,500 円（①～③の合計金額）
●申込方法　電話申込

パパママスクール
　妊婦体験や先輩パパ・ママ・赤ちゃんとの交流
が好評な、パパやママになる準備をお手伝いする
教室です。ご夫婦で参加して赤ちゃんが生まれた
後の生活を疑似体験してみませんか。
●日時　６月 10 日日９時 30 分～ 12 時
　　　　（受付９時 10 分～）
●場所　保健福祉会館（老原 102-1）
●内容　妊娠シミュレーターを装着した妊婦体

験、沐浴実習、出産や育児の体験談を直接聞け
る赤ちゃん・先輩パパママとの交流

●対象　もうすぐ出産・育児を迎えるご夫婦
●申込期間　５月 21 日月～６月８日金

給食配送車を購入しました

※（公財）兵庫県市町村振興協会の市町村振興宝くじ
　収益金を財源とした社会貢献広報事業を活用

問 〒671-1592　太子町鵤 280-1
企画政策課　☎ 277-5998   FAX 276-3892
E-mail kikaku@town.hyogo-taishi.lg.jp

太子町男女共同参画プラン策定
委員会の委員募集

　少子高齢化や家族形態の多様化などに伴う「太
子町男女共同参画プラン」の策定のため、公募委
員を募集します。
●対象　次のすべての条件を満たす人
① 20 歳以上（平成 30 年 4 月 1 日現在）の町内

在住者
②男女共同参画の推進に関心がある人
③平日の昼間に開催する委員会（年 3 回程度）に

参加できる人
●募集人員　2 人程度
●任期　委員委嘱日から平成 31 年 3 月 31 日
●報酬　委員長 8,600 円 / 日　委員 8,400 円 / 日
●応募方法　
　企画政策課窓口または町ホームページに備え付

けの応募用紙を持参、郵送、FAX、メールのい
ずれかの方法で提出

●応募期限　5 月 15 日火
※選考結果は応募者全員に通知します。

問 〒671-1592　太子町鵤 280-1
企画政策課　☎ 277-5998

日本語学習支援ボランティア養成
講座の参加者募集

　日本語教室での学習支援ボランティアの養成講
座を開催します。
　外国人に日本語を「日本語」で教える方法を、
楽しく学べる講座です。外国語の知識や資格など
は必要ありません。
　あなたもこの講座をきっかけに、外国人との交
流やボランティアとしての一歩を踏み出してみま
せんか。
●日時　6 月 3 日日 10 時～ 16 時
●場所　役場地域交流館 2 階スペース 1
●対象　外国人に日本語を教える活動を希望する

人（初心者歓迎）
●募集人数　20 名（先着順）
●受講料　無料
●申込方法　企画政策課窓口または町ホームペー

ジに備え付けの申請書に必要事項を記入し提出
（電話申込可）

●申込期限　5 月 25 日金

問 さわやか健康課 ☎ 276-6630

問 給食センター ☎ 277-1155

問  社会教育課

　市町村振興宝くじ収益金を活用し、給食配送車
を購入しました。車両には各幼稚園の園児が作っ
た元気いっぱいの作品を掲載し、皆さんに親しまれ
るデザインにしています。
　給食センターは、これからも町内の子どもたち
へ安全安心でおいしい給食を届けていきます。
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※母子健康手帳の交付、妊婦健康診査受診券の　
交付は随時行っています。妊娠が確認できれば　
お早めにさわやか健康課へお越しください。健康

ひろば ５月 ●問い合わせ・事業場所
　さわやか健康課（保健福祉会館）
　☎ 276-6630　FAX 276-6631

健康ダイアリー Health diary
口の健康は健康寿命を延ばす

エイズ・肝炎相談　　　   ☎ 0791-63-5140
　（HIV・肝炎ウィルス検査）
　５月１・15 日火 13 時～ 14 時 50 分
　（検査・相談は無料・匿名可）
栄養相談　　　　　　　   ☎ 0791-63-5677
　５月 14 日🈷 10 時～ 11 時 30 分
　栄養に関する専門的な相談、食品の栄養成

分表示の方法と活用の相談などに応じます。

龍野健康福祉事務所の相談
相談場所　龍野健康福祉事務所
　　　　　 （たつの市龍野町富永 1311-3）

相談

こころのケア相談　　　   ☎ 0791-63-5142
　５月 11 日金 13 時～ 15 時
　精神疾患、認知症、アルコールの問題など

に関する相談や心の悩み、不安に応じます。

離乳食教室
　5 月 10 日木 10 時～ 11 時 30 分
　受付　９時 40 分～ 9 時 50 分
　対象　8 ～ 18 カ月児
　離乳食の作り方などを学ぶ教室です。

●テーマ　『元気長生き体操』
　　　　　～椅子を使って運動しましょう～
●日時　5 月 16 日水　13 時 30 分～ 15 時
●場所　特別養護老人ホーム
　　　　まほろばの里 地域交流スペース
●講師　草野  明治さん
　（室井メディカルオフィス 健康運動指導士）
●定員　70 名（先着順）
●申込方法　電話申込
　　　　　　まほろばの里 ☎ 275-1862
●申込期限　5 月 12 日土
●問合せ先　高年介護課☎ 276-6639　　　　　　　　　　　　 

乳児健康診査
　5 月 30 日水
　対象　平成 30 年１月生まれ
乳児相談
　5 月 29 日火
　対象　平成 29 年９月生まれ
１歳６カ月児健康診査
　5 月 23 日水
　対象　平成 28 年 10 月生まれ
３歳児健康診査
　5 月９日水
　対象　平成 26 年 11 月生まれ

まちの保健室
　５月 7・21 日🈷
　９時 30 分～ 11 時 30 分
　保健師と栄養士が健康相談に応じます。

要
申込

要
申込

要
申込

教室

介護予防教室

健康診査

健康管理課

地域保健課

★対象者に個人通知

受付時間　13 時 30 分～ 14 時 15 分

　歯が 20 本以上ある人は、健康寿命が延びるとい
われています。
　

【口の健康の前に「フレイル」を知っていますか】
　「フレイル」とは、虚弱のことで、社会性の希薄
化と筋肉量の減少を中心に徐々に体力や生活力が
衰えていく健康と病気の間のような段階です。
　以前は、病気や骨折などのたびに全身状態が悪
化し、要介護状態になる「疾病モデル」が多くみ
られましたが、最近では、病気がないのに徐々に
体力が衰えて要介護状態になる「虚弱（フレイル）
モデル」が増えてきています。
　フレイルは特に痩せている高齢者がなりやすく、
以下のチェックで、1 ～ 2 個該当する人は虚弱の
前段階（プレフレイル）、3 個以上該当する人は虚
弱（フレイル）の疑いがあります。
　
フレイルチェック項目
●１年で体重が４～５Kg 減少した　　　　　　
●疲れやすくなった
●筋力（握力）が低下した　　　　　　　　 
●歩くのが遅くなった
●身体の活動量が減った

【「フレイル」は「オーラル・フレイル」が原因の一つ】
　オーラル・フレイルとは、口の虚弱のことで、
歯周病やむし歯が原因で歯を失い、かめない食品
が増えたり、食べこぼしやむせが増えたりする状
態です。それにより、栄養の偏りや低栄養状態、
筋力低下を招いたり、誤嚥性肺炎を引き起こす可
能性があり、フレイルのリスクが高まります。

【「かめる」ことの効果】
　かみ合わせがしっかりしていると、「食べられる」

「誤嚥性肺炎を防げる」以外にもよい効果があると
いわれています。

効果①記憶力アップ

　歯の根元には、歯根膜という体内で最も敏感な
感覚の一つが存在します。かむことにより、歯根
膜を通じて脳に大量の刺激が与えらえ、脳が活性
化し、集中力を高める効果や一時的な記憶力の向
上をもたらします。「食事中にした会話はよく覚え
ている」という理由から、アメリカなどは大事な
商談を食事中に行います。暗記したいときは、食
後 3 時間以内がおすすめです。

　歯根膜は歯が抜けると一緒になくなるため、脳
へ行く情報量が減少し、刺激が減るため、歯がな
い人は認知症によるリスクが 2 倍に上がります。

効果②運動の能力が高くなる（転倒予防）

　中・高校生を対象にした研究で、かみ合わせが
いい子は、筋力・持久力・柔軟性・敏捷性・走力・
跳躍力・投力のすべての能力が高いという結果が
出ています。
　また、高齢者においては、奥歯でしっかりかめ
る人は転倒が少ないことが報告されています。

【オーラル・フレイルの予防】
　オーラル・フレイルは、歯周病やむし歯を放置
することで 40 代から始まります。歯周病は自覚症
状が起こりにくい病気です。症状が出てから歯科
医院にかかる人が多いですが、症状が出る前から、
歯科医師による年に 1 ～ 2 回の歯科検診と歯石除
去などの専門的な口腔清掃を受けることが重要で
す。
　歯が抜けている人は、入れ歯などでかみ合わせ
をよくすると、自分の奥歯でかめる人と同じレベ
ルまで転倒しにくくなります。また、学習記憶能
力についても、ある程度低下を防ぐことができ
るという研究結果が出ています。歯が抜けている
人や義歯が合わない人は歯科医院で治療を受けま
しょう。

　町では、歯周病予防のため、検診受診のきっ
かけ作りとして、40 歳・50 歳・60 歳・70 歳 ( 平
成 30 年４月１日時点 ) の人を対象に、５月上
旬に歯周病検診無料受診券を送付しますので
ご利用ください。紛失された人は、さわやか
健康課（☎ 276-6630）までご連絡ください。
　また、オーラル・フレイルのチェックがで
きる検診を、75 歳以上の人に一人 1 回無料で
実施しています。対象の人には、75 歳で後期
高齢者医療に切り替わる被保険者証送付時に、
被保険者証とともに後期高齢者歯科検診受診
券を同封しています。紛失された人や 75 歳
以上で受診を希望する人は、町民課（☎ 277-
1012）までご連絡ください。

歯科検診



５月

情報館
らしの

☎277−1010  FAX276−3892
企画政策課
総務課
財政課
税務課
　収税管理室
町民課
　戸籍係
　保険係・国民年金係
生活環境課
社会福祉課
高年介護課
　介護保険係
　高年福祉係（地域
　包括支援センター）
さわやか健康課
産業経済課
まちづくり課
上下水道事業所
　上水道
　下水道
会計課
議会事務局
教育委員会管理課
教育委員会社会教育課

※（　）内は前月比

277−5998
277−1010
277−5996
277−1014
277−5700

277−1011
277−1012
277−1015
277−1013

276−6715
276−6639

276−6630
277−5993
277−5992

277−3241
277−5991
277−5990
277−5995
277−1016
277−1017

問い合わせ

人口と世帯 月1日
現在４

納　期 期限内に
納めましょう。

平成30年（2018）５月号 1415

個人番号カードは順次交付しています（要予約）
個人番号カードの申請に必要な写真を町民課で無料
撮影します。混雑時は写真のお渡しまでに時間がか
かる場合があります。

平日
8時30分〜17時15分

開庁
時間

町民課では、証明書発行などの業務を18時15分まで時間を延長して
実施しています。詳しい内容は町民課へお問い合わせください。 暮

人口
男
女

世帯数

34,308人
16,788人
17,520人
13,473世帯

（－ 77）
（－ 41）
（－ 36）
（＋ 13）

◆納期限　５月31日木

◎税務課
　軽自動車税（全期）
◎龍野県税事務所
　自動車税（全期）
※納付には便利で安心な口
　座振替をご利用ください。

３歳児親子幼稚園で遊ぼう
各幼稚園

●対象　就園前の３歳児と保護者
●日時　第２木曜日（原則：６月開始）
　　　　９時 30 分～ 11 時 30 分
●実施園
　斑鳩幼稚園（馬場 5）　　　☎ 276-0496
　石海幼稚園（福地 501-1） ☎ 277-0020
　太田幼稚園（東出 126・127-1）

　☎ 276-2049
　龍田幼稚園（佐用岡 390-2）☎ 276-0949
●申込方法　各園に備え付けの申込書を各園

に提出（要印鑑）
●申込期間　５月９日水～随時
※第１・４木曜日 14 時～ 17 時に園庭を

開放しています。ぜひ親子で遊びに来て
ください。

※各園の行事などの都合により変更になる
場合がありますので、詳細はお問い合わ
せください。

ふれあい農園の利用者募集
産業経済課

　ふれあい農園の利用者を募集します。余

暇を利用して栽培・収穫を楽しみませんか。

●募集区画（先着順）

　老原 11 区画、原 9 区画、糸井 18 区画

※１区画の大きさは 30㎡です。

※場所などの詳細は、産業経済課へお問い

合わせください。

●利用料（年額）

　老原・原　3,000 円 / 区画

　糸井　　　4,000 円 / 区画

●申込方法　印鑑と利用料を持参の上、産

業経済課窓口で申し込み

※電話での仮予約は受付できません

●申込期間　５月１日火～５月 18 日金

　　　　　　（土日祝を除く）

問  

問  

下
水
道
事
業
へ
の
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用

問  

上
下
水
道
事
業
所

　

下
水
道
事
業
は
、
全
域
的
な
工

事
の
完
了
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
、
現
在
は
主
に
施
設
の
維
持
管

理
業
務
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
老
朽
化
対
策
や
更

新
を
見
据
え
た
安
定
的
か
つ
効
率

的
な
運
営
を
行
う
た
め
、
経
営
成

績
や
財
政
状
況
の
的
確
な
把
握
に

向
け
て
平
成
30
年
度
よ
り
地
方
公

営
企
業
法
を
適
用
し
ま
し
た
。

【
変
更
点
・
効
果
】

①
会
計
方
式
の
官
庁
会
計
（
単
式

簿
記
）か
ら
公
営
企
業
会
計（
複

式
簿
記
）
へ
の
変
更

②
損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
な

ど
の
財
務
諸
表
を
作
成
す
る
こ

と
に
よ
る
財
政
状
態
の
明
確
化

③
損
益
取
引
と
資
本
取
引
に
区
分

し
て
経
理
す
る
た
め
、
経
営
状

況
を
明
確
に
把
握
で
き
、
そ
の

分
析
に
よ
り
将
来
の
経
営
計
画

が
立
て
や
す
く
な
る

④
減
価
償
却
費
の
計
上
に
よ
る
原

価
計
算
の
適
正
化

⑤
独
立
採
算
制
の
原
則
に
よ
る
経

営
意
識
の
向
上

教
職
員
の
学
校
業
務
改
善

の
取
組

問  

管
理
課

　

県
・
町
教
育
委
員
会
で
は
、
教

職
員
が
時
間
的
・
精
神
的
ゆ
と

り
を
も
っ
て
児
童
生
徒
と
向
き

合
う
こ
と
で
、
教
育
活
動
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
学

校
業
務
改
善
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
町
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、

「
教
職
員
定
時
退
勤
日
」
や
平
日

週
１
日
、
休
日
月
２
日
の
「
ノ
ー

部
活
デ
ー
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
児
童
生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る
学

校
生
活
の
確
保
、
心
身
共
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
実
り
あ
る
部
活

動
の
実
施
、
す
べ
て
の
教
職
員

が
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
と

し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
一
層
進
め

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
の
開
設

問  

管
理
課

　

心
理
的
、
情
緒
的
要
因
な
ど
に

よ
り
小
中
学
校
に
登
校
で
き
な

い
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
学
校
へ

の
復
帰
を
め
ざ
し
た
指
導
や
支

援
を
行
う
た
め
、
適
応
指
導
教
室

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
指
導
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

平
日
９
時
～
13
時

　
（
一
部
、
長
期
休
業
中
を
除
く
）

●
場
所　

旧
町
役
場
南
庁
舎

※
入
級
に
は
学
校
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
管
理
課
ま

た
は
各
小
中
学
校
、
適
応
指
導

教
室
（
☎
２
７
６
‐
０
１
８
３
）、

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
お
よ
び
排
水
設
備
工
事

公
認
業
者
の
指
定

問  

上
下
水
道
事
業
所

　

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
お

よ
び
排
水
設
備
工
事
公
認
業
者
と

し
て
指
定
し
ま
し
た
。

◎
市
木
工
業

　

☎
２
２
８
‐
０
１
７
１

　

姫
路
市
飾
磨
区
玉
地
48
‐
７

　

代
表
者　

市
木　

良
太

太
子
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク

問  

さ
わ
や
か
健
康
課

●
５
０
０
万
歩
達
成
者

　

開
發  

佐
代
子
さ
ん
（
原
）

　

吉
田  

秀
信
さ
ん
（
東
保
）

お
詫
び
と
訂
正

問  

さ
わ
や
か
健
康
課

　

広
報
た
い
し
４
月
号
と
と
も
に

全
戸
配
布
し
ま
し
た
、チ
ラ
シ「
平

成
30
年
度
健
診
の
ご
案
内
」
の
集

団
健
診
に
お
け
る
胃
が
ん
リ
ス
ク

検
診
の
料
金
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

誤　

７
０
０
円

　

正　

６
０
０
円

国
民
年
金
の
後
納
制
度

問  

町
民
課

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

姫
路
年
金
事
務
所

☎
２
２
４
‐
６
３
８
２

　

後
納
制
度
は
、
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
過
去
５
年
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。
時
効
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
保
険
料

を
、
平
成
30
年
９
月
末
ま
で
に
限

り
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
を
増
や

せ
る
場
合
や
、
納
付
期
間
が
足

り
な
い
た
め
年
金
を
受
け
取
れ
な

か
っ
た
人
が
、
受
け
取
れ
る
よ
う

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免

問  

税
務
課

　

身
体
障
害
者
な
ど
は
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
１

人
に
つ
き
１
台
ま
で
）。
な
お
、

普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

●
対
象
の
軽
自
動
車

◎
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
が

運
転
す
る
軽
自
動
車

◎
原
則
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の
た

め
に
使
用
さ
れ
る
、
生
計
を
同

一
に
す
る
親
族
が
所
有
す
る
軽

自
動
車

●
申
請
方
法　

次
の
①
～
⑤
を
ご

持
参
の
上
、
税
務
課
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

①
該
当
す
る
手
帳

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
軽
自
動
車
検
査
証

④
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

⑤
納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
身
元

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
申
請
期
限　

５
月
31
日
木

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

問  

生
活
環
境
課

　

今
年
の
消
費
者
月
間
は
、「
と

も
に
築
こ
う　

豊
か
な
消
費
社

会
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
各
地
で

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
町
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
や
講
演
会
な
ど
で

の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

絵
本
の
交
換
会
を
開
催
し

ま
す

問  

図
書
館

☎
２
７
７
‐
１
５
８
０

　

家
で
読
ま
な
く
な
っ
た
絵
本

な
ど
を
持
ち
寄
る
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
２
日
土

　
　
　
　

10
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

図
書
館
読
書
会
室

※
落
書
、
傷
み
の
ひ
ど
い
も
の
、

漫
画
な
ど
は
交
換
不
可

審
議
会
委
員
を
公
募
（
再

募
集
）

問  

総
務
課

　

次
の
審
議
会
で
は
、
委
員
を
一

般
公
募
し
て
い
ま
す
。

◎
都
市
計
画
審
議
会

◎
行
財
政
審
議
会

◎
生
活
環
境
審
議
会

◎
産
業
審
議
会

◎
社
会
教
育
審
議
会

　

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
審
議
会
等
委
員
申
込
書

（
総
務
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
総
務
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
移
動
相
談

問  

社
会
福
祉
課

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
肢
体

障
害
者
を
対
象
に
し
た
補
装
具
の

移
動
相
談
を
行
い
ま
す
。
義
手
な

ど
へ
の
助
成
は
こ
の
相
談
で
判
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
介

護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
る

も
の
は
対
象
外
で
す
）。

●
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

●
相
談
日　

６
月
８
日
金

　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

姫
路
市
役
所
10
階

　
（
姫
路
市
安
田
４
丁
目
１
）

●
申
込
期
限　

５
月
23
日
水

●
申
込
先　

社
会
福
祉
課

太
子
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・

経
営
戦
略
を
策
定

問  

上
下
水
道
事
業
所

　
「
太
子
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
策

定
か
ら
５
年
を
迎
え
、
計
画
の

進
捗
状
況
な
ど
を
検
証
し
、
改

善
や
継
承
す
べ
き
事
項
を
整
理

し
て
内
容
の
見
直
し
作
業
を
進

め
、
国
が
策
定
を
要
請
し
て
い

る
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計

画
を
含
む
、
新
た
な
「
太
子
町

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
戦
略
」

と
し
て
策
定（
改
訂
）し
ま
し
た
。

　

施
設
や
管
路
の
老
朽
化
対
策

や
人
口
減
少
に
伴
う
水
需
要
の

減
少
な
ど
、
水
道
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中

に
お
い
て
も
、
新
た
な
計
画
に

沿
っ
た
、
良
質
な
水
の
確
保
や

災
害
に
強
い
水
道
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、「
太
子
町
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
・
経
営
戦
略
」
の
全
文
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
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情報館
らしの暮

懸賞で当たった旅行で
高額な買い物をするはめに

生活環境課
【事例】
　よく利用している通販サイトから、「無料日
帰りバスツアーに当選した」というパンフレッ
トが送られてきたので、友人と参加した。最初
に毛皮工場に立ち寄り、会議室のようなところ
で高額な毛皮製品を勧められた。いろいろな商
品を試着し、販売員に褒められて断りづらい雰
囲気になり、約 80 万円の毛皮のコートをクレ
ジットで契約した。後悔している。

（60 代女性）
【アドバイス】
　店舗や通信販売会社などの懸賞で当選し、無
料または格安のバス旅行に参加したところ、途
中で立ち寄った施設で高額な宝石や毛皮製品な
どを勧められたという相談が寄せられています。
その場の雰囲気にのまれる、旅という非日常の
中で気分が高揚し、ついつい購入してしまうケー
スが見られます。本当に必要なものか、支払い
に問題はないか、冷静によく考えましょう。必
要なければきっぱりと断ることが大切です。要
件を満たせばクーリング・オフなどが出来る場
合もあります。何かお気づきのことやお困りの
ことがあれば、早めに消費生活相談窓口（生活
環境課）へご相談ください。

消費生活ワンポイント

図書館　☎ 277-1580

子育ての本を紹介します

絵本とおもちゃでゆっくり子育て	 柿田  友広 ● マイルスタッフ

男の子は「脳の聞く力」を育てなさい  加藤  俊徳 ● 青春出版社

世界一幸せな子どもに親がしていること	
　　　　　　　　　　　　　　　　 リナ・マエ・アコスタ● 日経 BP 社

アウトドア育脳のすすめ	 瀧  靖之 ● 山と渓谷社

孫ができたらまず読む本	 NHK 出版

「教育費をどうしようかな」と思ったときにまず読む本	
　　　　　　　　　　　　　　　　 竹下  さくら ● 日本経済新聞出版社

シングルマザー生活便利帳	
　　　　　　　　　  新川  てるえ・田中  涼子 ● 太郎次郎社エディタス

デンマークの親は子どもを褒めない	   

　　　　　　　　　　   ジェシカ・ジョエル・アレキサンダー ● 集英社

「きたない子育て」はいいことだらけ！	
	 ブレット・フィンレー ● プレジデント社

子や孫にしばられない生き方	 河村  都 ● 産業編集センター

はじめての恐竜刺しゅう　　　 千葉  美波子 ● エクスナレッジ

歴史資料館　☎ 277-5100　FAX 276-6800
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31日木は館内整理のため、返却のみ受付。
２日水、７日🈷、９日水は祝日の振替のため休館。

太子町消防操法大会
生活環境課

　消防団による消防操法の訓練の成果をぜひ
ご覧ください。
●日時　５月 20 日日８時～
●場所　総合公園多目的グラウンド
●種目　ポンプ車、小型ポンプ、消火栓

常設展示「太子町の歴史」開催中
　町内から出土した考古資料や、法隆寺領鵤荘、
山陽道の宿場町・鵤などのテーマで、町の歴史を
紹介しています。（入館無料）

荘園の現地を歩く見学会「岩見井を歩こう」
　中世荘園の現地を歩き、現在も生き続ける荘園
の名残りを訪ねる見学会を行います。
　日時　５月 13 日日９時～ 16 時（予定）
　集合場所　ＪＲ網干駅
　　　　　　（※ 解散は龍野橋東詰バス停）
　募集人数　25 名程度
　参加費　100 円（保険料）
　申込締切　５月６日日
　申込方法　歴史資料館（電話・ＦＡＸ可）
※ 詳しくは歴史資料館にお問い合わせください。

歴史講座「備前国の歴史と文化をたずねて」
　日本最古の庶民の学校・閑谷学校や裸祭りで有

名な西大寺、日本刀の里・長船など、岡山県東部
の文化財を訪ねます。　
　５月 19 日土８時 30 分～ 17 時 30 分
　集合場所　あすかホール北駐車場
　定員　30 人（先着順、友の会会員優先措置あり）
　参加費　4,000 円（昼食代含む）
　申込期限　５月 11 日金

歴史探検隊「檀特山から、町を眺めてみよう」
　聖徳太子の投げ石や徳道上人の感動岩などの文
化財巡りをしながら、聖徳太子や応神天皇も登っ
たという、檀特山に登りましょう。
　６月２日土９時～ 12 時（予定）
　集合場所　歴史資料館（解散も同じ）
　定員　25 人程度
　参加費　100 円（保険料）
　申込期限　５月 27 日日まで
※小中学生の皆さんだけでも参加できますが、小

学３年生以下は、保護者の同伴が必要です。

問  

図書館で借りた本は、移動図書館でも返却できます。

日 月 火 水 木 金

4 5
土

11 129 1076 8
2 3

月の開館日
開館時間：10時～18時（金曜日は20時まで開館）

印は休館

1

18 1916 171413 15
25 2623 242120 22

30 312827 29

5 ×

移動図書館（木曜日）

5月

10日

10：30～
10：50

塚 　 森
地 域 内

沖 　 代
地 域 内

米 　 田
公 会 堂

原
太田東地区農村
交流センター

竹 広 南
公 民 館

福 　 地
（三反長）
地 域 内

14：30～
14：50

15：30～
15：50

16：00～
16：30

15：00～
15：20

11：00～
11：20

17日

24日

山　　田
掲示板前

原池団地
公 民 館

太子ニュー
タ ウ ン
公 民 館

広 　 坂
公 民 館

吉 　 福
公 民 館

上太田
公民館
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まちの子育てひろば「おひさま」
「こいのぼりで遊ぼう」
　５月８日火 10 時 30 分～ 11 時 30 分

「お散歩にいこう」（雨天時は室内遊び）
　５月 22 日火 10 時 30 分～ 11 時 30 分

対象　未就園児とその保護者
※年度の初回参加時に保険代 300 円が必要です。

●● 文化推進課　☎ 277-2300 ●●
書道　
　５月７・21 日月 13 時 30 分～
　場所　あすかホール創作室
かるた会
　５月 12 日土９時 30 分～
　場所　あすかホール和室
たちばな大学一般教養講座「消費者トラブル最前

線～デキルおとなの対策ガイド～」
　５月 23 日水９時 30 分～
　場所　あすかホール中ホール
　講師　本多  三洋子さん（兵庫県立消費生活総合

センター消費生活専門員）

●● 斑鳩公民館　☎ 277-4550 ●●
文化教養講座「日本と異なる文化を知る」
　５月８日火９時 30 分～
　講師　窪田  憲龍さん
ふれあい茶道教室
　「こどもと大人で一緒に茶道を楽しもう」
　５月 19 日土９時 30 分～
　講師　春井  千鶴さん
　
●● 石海公民館　☎ 277-4511 ●●
子ども詩吟
　５月 12 日土９時 30 分～
　講師　吟道摂楠流
子ども茶道
　５月 12 日土 13 時 30 分～
　講師　原田  和恵さん

教養学習講座「美しい食を求めてⅡ」
　５月 18 日金９時 30 分～
　講師　稲谷  豊さん
　（NPO 法人秀明自然農法ネットワーク）

●● 太田公民館　☎ 277-4811 ●●
こども劇場「歌とオルガン」
　５月 20 日日 10 時 30 分～
　場所　あすかホール創作室
　出演　平野  礼子さん
　　　　小林  純子さん
健康クッキング
　５月 23 日水９時 30 分～
　講師　宮中  真智子さん

●● 龍田公民館　☎ 276-0044 ●●
パソコン教室
　５月 19 日土 13 時 30 分～
　講師　岡田  義憲さん

●● 南総合センター　☎ 277-1102 ●●
人間の生き方講座「メキシコ・陽気な国」
　５月 10 日木９時 30 分～
　講師　アナロサ・アレドンド・ゴンザレス・デ・

黒川さん（姫路市国際理解出前講座講師）
　※手話通訳あり

社会教育・生涯教育あすかホール　☎ 277-2300

児童館　☎ 277-3880

地域交流館『はらっぱ』　☎ 277-6005

はらっぱ絵本の時間
　ビッグサイズの絵本「ノラネコぐんだんパンこ
うじょう」の読み聞かせ会を開催します。
　読み聞かせの後は、リトミックを楽しみましょう。

●日時　５月 23 日水 15 時～ 15 時 30 分
●場所　地域交流館交流ラウンジ
●対象　２歳児～５歳児

第 54 回剣道大会
　５月 20 日日 9 時～

第 34 回町長旗争奪社会人野球大会
　５月 27 日日９時～
　場所　町民グラウンド

町民体育館　☎ 277-4800 総合公園陸上競技場 ☎ 277-2296

グリーンコンサート
　５月 12 日土　
　開演　18 時 30 分
　場所　あすかホール中庭（雨天時はロビー）
　出演　KENGO × MINAKO（ボーカル）
　　　　キクチタケシ（キーボード）
　　　

　　KENGO × MINAKO　　　　キクチタケシ

LIVE in ASUKA vol.18 オーディション
　歌やダンスなど、あすかの舞台であなたのパ
フォーマンスを試しませんか。
　開催日　オーディション　６月３日日
　　　　　決勝　　　　　　８月 26 日日
　場所　あすかホール大ホール　
　参加費　１グループ 2,000 円
　募集期限　 ５月 13 日日
※参加者の年齢制限はありませんが、高校生以下

は保護者の同意書が必要です。
※詳しくは、あすかホールへお問い合わせいただ

くか、町ホームページをご覧ください。

入場無料

陸上競技場の利用時間の延長
　日照時間が長くなる次の期間の利用時間を
延長します。
◎～５月 15 日火９時～ 18 時
◎５月 16 日水～８月 15 日水９時～ 19 時
◎８月 16 日木～８月 31 日金９時～ 18 時
※休場日（月曜）は除く
※テニスコートは 21 時まで使用可

ヨチヨチグループ（0 歳児～ 1 歳児）
　５月 15・22 日火 10 時 30 分～ 11 時 30 分
※原則として、第１・３火曜日は職員による手遊び・

絵本などを行います。
幼児映画会（2 歳児～ 3 歳児）
　５月 11・18・25 日金 10 時 30 分～ 11 時 30 分
※職員による手遊び・ミニシアターなどもあります。
子ども映画会（幼児～小学生）
　５月 19 日土 10 時～ 11 時

ベビーマッサージ教室（0 歳～ 1 歳半）
【第１回】５月 24 日木 10 時～ 11 時
【第２回】６月 21 日木 10 時～ 11 時
【第３回】７月 12 日木 10 時～ 11 時
※３回とも参加できる人に限ります。
対象　0 歳～ 1 歳半の赤ちゃんとお母さん
定員　10 名（先着順）
参加費　各回参加費 500 円（オイル代込み）

持ち物　バスタオル・ミルク（水分補給用）
申込期間　５月 11 日金～５月 17 日木
申込方法　児童館窓口で申し込み

親子リトミック教室 (1 歳児～ 2 歳児）
【第１回】５月 22 日火 10 時 30 分～ 11 時
【第２回】６月 12 日火 10 時 30 分～ 11 時
【第３回】７月 10 日火 10 時 30 分～ 11 時
※３回とも参加できる人に限ります。
対象　１・２歳児とお母さん
定員　10 名（先着順）
持ち物　バスタオル
申込期間　５月 11 日金～５月 17 日木
申込方法　児童館窓口で申し込み

子育て学習センター『のびすく』　　☎ 080-8501-1146

どなたでも参加できます。

どなたでも参加できます。
どなたでも参加できます。
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３月 17 日、町民体育館でスポーツチャンバラ
の１日体験教室が開催されました。スポーツチャ
ンバラは、柔らかい剣で打ち合う安全なスポー
ツです。子どもたちは、基本的な動作を習った
後に、参加者同士で実践に挑戦しました。どの
子も積極的に攻め合っていて、武道を楽しく体
験できました。

火事に備える

林野火災訓練山 ャンバラにチャレンジ

スポーツ1日体験教室チ
３月４日、立岡山とその周辺で林野火災訓練を
実施しました。太子消防署や太子町消防団、地
元の自治会が参加し、放水や送水などの消火訓
練を行いました。春先は、空気が乾燥して火災
が発生しやすい季節ですが、皆さんの心がけ一
つで予防できます。火の元には十分注意しましょ
う。

4 月 1 日、「ひょうごふれあいランニングパトロー
ル」が町内で実施されました。メンバーは、 パ
トロールをしていることが一目でわかる黄色の
T シャツを着用し、地域の安全を見守る防犯ボ
ランティアとして声かけなどを行いました。参
加者は、「普段のランニングが地域の安全安心に
役立てば」と意気込んだ様子でした。

年の集大成

学習発表会・たちばな大学閉講式一

場に響き渡りました会 第2回太子吹奏楽祭〜昴〜

ンニングで防犯ラ 防犯ボランティア活動「ふれパト」

３月４日、あすかホールで第２回太子吹奏楽祭
が開催されました。太子西・東中学校と太子高
校の吹奏楽部、さらに、たいしウィンドアンサ
ンブルが出演し、ジブリメドレーなど様々な曲
を披露しました。終盤には、出演者が全員で、
ドラゴンクエストなどの誰もが一度は耳にした
ことのある曲が演奏され、出演者と観客は音楽
で一つになりました。

３月 28 日、あすかホールで学習発表会とたち
ばな大学閉講式を開催しました。学習発表会で
は、コーラスや詩吟、民謡などが披露され、会
場は和やかな雰囲気に包まれました。たちばな
大学は、60 歳以上の人が幅広い分野で知識や教
養を身につけることができる大学です。30 年度
も多くの受講生をお待ちしています。


